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暑い夏には熱く語る!

～野沢組の秘密～

期日:2016年 7月 30～ 31日 場所:野沢温泉村

||;州 自治体学会では、ここ数年毎年フォーラムをF■ l

性しています。内容は会員の要望やその時の関′とヽ事な

どを反映 していますが、今年は 7月 30日 から31日

にかけて、野沢温泉村で開催 しました。参加者は約

20名、東京や大阪からも参加があり、地元のご協力

をいただき有意義なフォーラムとなりました.l「l係 さ

れた十Y様 に御ネL申 し 11げ ます.

この場所が選ばれたのは、以前開催 したフォーラム

の交流会上で野沢組 という強力な地縁組織の存在が紹

介され、地域 コミュニティを研究する学生の対象 と

なっている割には地元では知|ら れていないことに対す

る興味や、北陸新卓(｀ 線 (長野経由)開〕こなど交通の使

もよくなり集まりやすいこと、さらに重要なのはlil泉

の存在でした.し かしながら、その時には会員の中に

村の関係者はおらず、先送 りかと思われた矢先に、偶

然野沢温泉村の職員である金井さんと知 り合うことが

でき、また昨年の今井照先生に|よ 「 1重 の住民登録」

についてお話し 」ヽただきましたが、野沢温泉|」 |ま 行政

とナ也辛ぅt‖ |ギ1,)~ 1曖 ウ,「 |1台 率|11:_ ヒ ■1カ ■|[(ヒ t,う

関連性 (本当プリ間i菫 1生 て |ま なたってしょう力|う」要国 ヒ

なっています

野沢温泉村は、広い信州の中では長野市や小布施町

の北信地域にあり、新潟県境も近い場所です。ノ、回は

約 3600人、名前のとおり温泉があり、野沢菜の発祥

の1山 でもあります.31光ではギII泉 と並んでスキーが盛

んで、ォリンビックメダリストも輩出し、1日 に雪が 1

メートルも積もることがある日本屈指の豪雪地帯です。

今回のテーマは行政 と地縁組織の関係を探ることで

す3事前の情報から野沢組の影響力がかなりのもので

あることは分か りました。例え|ゴ、 冬には1己払いのた

めに道祖れII祭 が|1村 |1社 されています (火祭り

ともいわれかなり激 しいもの)が、これを

取 リイli切 るのは野沢組であり、地 lHkを 離れ

ている若者 もお祭 りの時には必ず帰ること

になっているとか、本寸長よりも野沢組の代

表者である惣代ク)方が偉いのでは (現付1で

はノこ11刊 惣イヽ)な ど、1袴張されているところ

はあるかもしオしませんが、すlifIイ 」
1政

区域のほ|ま 全11:を

^つ の細イ哉が管'轄 していることはないと思います.(:

井さんのご尽力があり惣代と付長さんという両方の「 :

表者からお話を伺う機会をいただきました:こ のよ '

な場面で両者が同席することは立場的にまずないと|

うことを後から知|り 、りよイ1苦 しました.

111り
:1寸 長、 ll野 惣代の順におliIし いただき、会

'ケ
らの質疑、特に運営についての質疑がすごく、まさに

地域 コミュティと行政の協働についての関′らの高さ、

また野沢組の強さへの驚きでもあったと思います.

富井村長さんからは村の慨要 とこれからの観光戦ll

について、スキー客の激減に対する外出
`か

らの招致 |二

ついてお11い しました ちなみに lイ |:1出 |で 夕1国 人登111

数は 30ノ、以 L増 えており、従来 とは違った滞在のfi

方ができてきているように感じました
=

上野惣代さんからは、野沢判|の 役割 として温泉 (iF

泉)と スキー場の「

'F有

と管IFI(観光の基盤を抑えて t・

ること十二な |り ます)を していること、1寸へ の負ll l、 [
|て 選挙1川 喧などをおli「 しいただきました

その後、実際に管J甲運営 している付内の源泉等を昔t

策 し、会場を変えて更に会員である高橋寛治さんから、

県内にある小さな村の内発的発展によるノ、国の増加 と

いう事例研究をご説剛lい ただきました[な お、フォー

ラピ、の慨略は、 || 1大会でボスター子さ表させていただ

きました

同じ日に、外部 と内部のそれぞれの発展事例を聞き、

みんなで熱い議論 (温泉も熱かった)を深夜まで繰 り

広げる、 ここに信州自治体学会の面白さを感じます.

皆様 もぜひ信州へお越 しください.
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